日本再生への諸提言；２１（案）
平成16年4月13日　　未来構想戦略フォーラム有志
＊本会の提言案を検討中です。皆様の忌憚の無いご意見お伺いできますれば光栄です。

　　　　なお、提言の全文（A4、36頁）は本会HP上（http://www.wmiraiforum.com/）に公開中です。
1、 全ての政策の基調は文明史的視点から哲学的に論じられるべきである。
思想・哲学（価値観・世界観・歴史観）が重要である。東西を止揚した新しい文明的視点から日本文明が世界文明に貢献することを以って、人類文明史において日本文明が名誉ある位置を占めるように努める。

2、 国家の総合戦略、世界平和への積極的戦略を展開すべきである
　　わが国が、上記の名誉ある地位を占めることを目標として、日本の持てるあらゆる国力（政治・経済・技術・教育・文化・・）を総動員し、この目標達成のためにもっとも効果的戦略・戦術を確立するべきである。“世界平和の戦略”と称するのは、軍事力にみに偏向することなく非軍事的要素を最大限活用し、平和の環境造りに努めることが肝要であると思われる

3、 国の基本である安全保障と教育・国民福祉のあり方に対し、時代に即した憲法・教育基本法改正を考慮し、普通の国家像を確立すべきである。

　

4、 ボランティア精神を高揚すべきである　

20歳前後の青年と60以上の高齢者のペアーで編成する国際平和ボランティア活動を国策化する。国内的にも介護・環境・企業等あらゆる面でボランティア活動を行う。ボランティア経歴を資格制度とし、税制・人事優遇措置、社会的評価の上がる賞与制度を考慮する
5、 世界への貢献、日・米・韓を機軸に自由主義世界との共存共栄を基調とする。

6、 アジアのグランドデザインを描き、平和への環境基盤整備をおこなう。

中国・北鮮のマンパワー・中国・モンゴール、シベリアの資源、日本・韓国の技術力、経済力を組み合わせ、インフラ整備、アジア経済開発基金を創設し、アジアに資本を呼込む。
7、 民主主義政治における国民の義務；選挙参加か国民の義務である。国民の代表たる政治家のやっていること、評価をできるシステムを作る。
8、 メディアの責任；第4権力とも称されるメディアの民主主主義社会における役割は重要である。コマシャリズムに埋没することなく、社会の木鐸、公器としてのメディアの節度ある報道を期待したい。
9、 国会議員の責任；国家の審議内容のレベルアップ、同じ土俵で建設的審議、国際社会への責任ある審議を期待したい。
10、 2大政党へ；本格的政策志向のシンクタンクの育成
11、 日本経済の活性化のためには景気刺激のための資金を投入すべき
12、 個人消費を増やすには老後の安心できる社会体制を整備すべき；
株の個人投資を増やす、銀行の土地や建物担保の融資からアイデア、知的財産を重視した融資へ移行すべき。政府の公的資金の流用をチェック・評価する監視システムが必要
13、 国際経済の活性化に日本は積極的役割を果たすべき、資本と教育の機会を途上国に提供、富と技術の平準化に努める　

14、 年齢による雇用差別撤廃の廃止、少子化対策案

15、 住みよい、快適で安心できる社会の創造、医療：病理学から予防医学、統合医療へ

16、 環境問題：利潤の社会的還元の面で企業は社会的責任を果たすべき、
17、 技術の開発のための産学官共同は進めるべきであるが、日本の生き残り、世界平和ためとか高邁な理想・哲学を立てる必要がある。　　　

18、 教育において１）日本人として誇りを持って、やる気の出るビジョンが必要２）国際社会に貢献できる人材養成、フィールドエデュケーション、異文化間コミュニケーション能力・語学力、３）技術力の取得が重要　

19、 物の援助から人材育成のODAへ移行すべき。大量の留学生を受け入れ、国際社会に貢献できる人材養成のための本格的国際大学の設置、ＵＮＵの活性化、海外協力省（庁）の設置
20、 文化・芸術振興のための振興支援基金の設置、建物よりも人材育成、奨学金制度の充実。家元制度の見直し、芸術の普遍化、　
21、 個人・地域・家庭・地域の活性化、公的道徳の振興・普及　
第27回未来構想　「日本再生の諸提言」Memo 
大脇）バハマのボランティアに取り組んできたのですが、日本から米国から来るともらうばかりで何もしない。いわば乞食根性が定着してしまっている。
その人たちが本当の意味で自立していくためには、「自助努力」がないとだめ。
そういう点からも国際協力の面で、前回26回の馬渕先生のメッセージはたいへん感動的でした。今回もご多忙ななか、コメンテーターとしてお出でいただきました。
（日本再生の諸提言の成立過程の説明）
本フォーラムで提言していきたい項目を２１項目にまとめてみました。皆さんのご意見をいれてさらにポイントを明確にして、小冊子にして、社会に発信していきたいと思っています。そういう意味で、今日は、私たちが日本を再生するためにはどうしたらよいか？皆で話し合いたいと思っています。まずは私の方から２１項目についてご説明させていただきますが、皆さんの忌憚のない意見を期待しています。
（日本再生への諸提言案を順番に説明）
１．横的な『世界観』、縦的な価値秩序『価値観』、時間軸としての『歴史観』この３つを確立しないといけない。日本の指導者層にさえ、世界観が無い。頭の中は日本地図である。

戦後日本はあまりにも経済に価値を起きすぎてきた。戦後の経済第一主義を反省すべきときではないか？日本の文化は、世界の文明史のなかでどういうことを示すのか。これまで誰も勇気をもっていえなかった。そうしたなかで今日、京都大学教授中西輝政氏が「国民の文明史」を出版した。生存中の人のことも、勇気をもって批判を加えている好著。私が考えていることと、驚くほど、一致している。
自信をとりもどして。日本が誇りをもてるように。これが国家的課題。１９７６年に新しい文明を語る会ができた。日本の文明がいかに世界に貢献できるか？そういう意識をもって語り合った。ノーベル化学賞をとった福井先生にも話してもらったことがあるが、「新しい文明を語る会」では、自分が世界に貢献したいと思って研究をはじめたよりも１０数年も前から真剣に話している人たちがいたことは驚きであったとおっしゃった。
文明史的に、日本が名誉ある地位を示すためにどうしたら良いか？　明治維新の雄、大隈重信が「東西文明の調和」という観点から真剣に考えていたように、現代にも思想・時代精神に命をかけて取り組める人が必要。中西先生はその一人かも知れない。
２、平和のための国家総合戦略の必要性、
３、国の基本である安全保障と教育・福祉のありかたについて、時代に則したのもに改正すべきである。
４.ボランティア精神の高揚とそのための社会基盤の造成。米国では単に学力だけではなく、社会的な奉仕活動をしたということをトータルな人物評価で重視してしる。
５.世界の貢献、日米韓を基軸に。
６、アジアのグランドデザインを描き、アジアの安定、繁栄の基盤造成。
７．日本では政治家が何をやっているかを見えるような評価の体制がない。どういう活動をしているのか。政治家ウオッチャーのサイトをつくる。いいPRをしたいから、政治家も一番良い内容を競って提供するのではないか？社会的ニードが高いのでこれは必ずヒットする。
８．第４権力のメディア。社会の木鐸、公器たるべき。現状は質より部数拡大のための量的拡販競争追われている。
９、米国の国会。真剣に世界の問題、中東の問題等を審議している。日本（韓国は）党利党略のかけひき、足の引っ張り合いに終始していて、建設的な議論ができない。国会が分かりにくい。税金の無駄使い。
１０、「２大政党でなければいけない。」と京セラ、稲盛和夫名誉会長は巨費を投じていらっしゃる。民主党が責任心情を育てられるか？　ブルッキングズ・やヘリテージ財団のような本格的な政策志向型のシンクタンクが日本に必要である。
１１、景気刺激のため資金を投資すべき、投資効果を評価、社会的に公表すべき。
１２、老人が亡くなるとき、平均3千万円を残している。老後が心配だからストックしておく。これが社会に還元されれば、血液のようなもので、まだ使われる。日本経済は今、いわば動脈硬化をおこしているような状態。たとえば南アメリカ等、発展途上国では、若者が資本がないがゆえに、仕事がなく、ブラブラせざるをえない。もし日本の金が、世界にまわり、世界の若者が青春を無駄にしないようにしたいものである。
１３、巨大な郵便貯金。ガラス張りでチェック必要。
１４、「米国では生涯働ける。日本はけしからんと」石川昭先生がいつも熱弁を振るっていらっしゃる定年制廃止の問題。

１５、住み良い地球快適で安心できる社会の創造、予防医学・統合医学の必要性、
１６、環境問題、
１７、教育。産学官の復興、政府がアンケート・レポート。死んだ作文になっている。
何を提言しているのかはっきりしない。危機感、ニードが感じられない。
１２月のフォーラムで話された３人の先生に共通していたのは、ベンチャーの成功の秘密は、世のため、人のため、未来のため、という高邁な理想・哲学を持つことが大事だということ。目先の利潤ばかりをおっては失敗するはめになる。
１８、被教育者像、最低限、三つの条件が必要。
19、海外協力省(国際開発庁)の設置。
　先日、大分県の後藤さんという女性の方がお話をされた。大分県、自立。縦割りの政府からの資金を受け皿をつくって、地域に還元。平松前知事がうまく運営。先週もアフガンも、東京農工大を中心に受け入れ。ただ高等教育は、一部分。日本としてアフガンにどう協力するのか。NGOはどう協力できるのか？　地方自治体はどう貢献できるのか？　縦割りを超えた統合機能が必要。首相や国会議員がもっと真剣になれば、アフガン復興支援の成果が上がる。国連大学のある教授によると、政治にリーダーシップさえがあれば、国連大学は、世界の大学、国内の大学と連携して、もっと成果を挙げることが出来る。ODAの利用の仕方、人材養成のための何千百億でも投資すべき。大きな夢をもって、ネットワークできる人材育成が必要。
２0、人を育てるということにもっと投入すべき。　豊かな人生のためには芸術立国という視点を検討すべき。日本はバレエやお茶お花を学校で教えない。韓国の大学ではバレエを教える。大学で教えることは普遍化されやすい。家元制度を見直すべき？　ヨーロッパの徒弟制度固執は工業化・技術競争で世界競争に遅れを取った。

２１、個人・家庭・地域の活性化、公的道徳。若者がやる気になるような公的道徳復興が必要
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
馬渕先生のコメント）私もほとんど異論はないし、皆さんも納得される部分がほとんどだったと思う。ただ、何をすべきであるとはっきりさせないと、提言が十分に生かされないままになってしまう可能性がある。そのビジョンを達成するための具体的な道筋、戦略や、そもそもなぜそういうことが必要なのか、という根本的な哲学・思想がなければ空しいものになる。ただ大脇氏のコメントでは、時間の都合上、十分説明することができなかったように思う。
根底にある共通の哲学・思想は何なのか？そもそも、そういったものがあるのか？と疑念を持つ人もいるかもしれない。私はなければならないといけないと思っている。
私なりに考えてみると、それは、「日本のよき伝統文化であり、日本人としてのモラル」というものではないだろうかなと思う。このモラルが崩れているということについて、官僚、政治、教育における状況とか、ここで指摘されている諸々の問題がおこっている。「日本のよき伝統文化、日本人としてのモラルの再建」こそ必要なのではないか？
歴史的にみて日本の文明の役割が何かという縦的な観点も大事。
日本が国家としての歴史的な使命をはたすために何をすべきか？と考えていくことが、それが日本の世界への貢献となるはず。そういう使命に気づくにはどうしたらよいか？というのもひとつの乗り越えるべき壁である。コメントというか、解釈になってしまいましたが、そういう観点から整理をしますと、ひとつの思想・哲学がみえてくるということです。
片井（元㈱トーメン海外事業部長）日本人はもっと自信を持つべきである。産業経済は成果があがったが、ものを考える力がさがったのではないかと思う。もっといえば文化の問題かも知れない。
大脇）価値観を考えてみたときに、経済力よりも、政治力・軍事力の方が上であり、さらｎには文化力・人格力・徳が上である。日本人は戦後、急速に経済力がつき有頂天、傲慢になっていた。当然ながら景気が悪くなると卑屈になる。
大橋）文化・芸術の振興がとても重要。日本の文化を復興しないといけないということで、共通している。私が自衛隊の現役であったころ、仲間たちと「我々は自衛隊として何を守るか？」と議論したことがある。法的には武力侵攻・間接侵略から守る、国民の生命と財産を守る、となっている。ただその財産の中には「文化」が含まれているはず。その文化を再興しよう。
大東亜戦争に負けた。「閉ざされた言語空間」（江藤淳）。我々の必読書だった。戦後、過去のすべてを否定して、戦争で罪を犯したと徹底的に浸透させた。日本に主権もなかったから、米軍がひきにげ、強姦しようとマスコミではぜったいに、取り上げてはいけないとなった。日本の言論を封じてきた。ほかにも、日本の地理と歴史を教えてはいけない、として教育分野にも弊害があった。そもそも主権がないときに、憲法や教育基本法をつくった。世代、歴史をこえてバトンを引き受け渡すことが大事。自分の文化を尊重し、愛する。誇りをもった日本人になれ。これはこのフォーラムでも何度も申し上げているが、国際貢献できる日本人をめざすにしても、自国の文化に精通し、誇れなければならない。
立派な国籍がなければ国際貢献できないのではないですか？
ですから私の持論は英語教育も必要だが、まずは、日本語教育に力を入れよ。だから英語よりも日本語も。英語を第二公用語にするのは、私としては反対です。まず日本史を正しく教えよ。自虐史観ではなく、平安時代・江戸時代から受け継いだ文化を。
加藤幸彦）様々な問題が生じているが、誰が悪いのか。政府を攻撃したり、米国が悪いとか、中国や韓国の内政干渉がわるいではなく、国民自身の問題だと思う。我々国民が国の利益を考えて、対抗手段をとっていないのが問題。
経済の問題もそう。政府よ、この不景気を何とかしてくれというが、そもそも政府の力では限界があるのでは。経済の構造改革からみれば、衰退していくのは金融から。
人・もの・金の流れをよくしなくては。失業問題にしても、いろいろな政府の役割もあるが、主体は民間であるべき。官僚がけしからんというだけでなく、自主的にやることで規制も緩和される面もある。
明治の頃、福沢諭吉。みんな武士だった。先進国。何ヶ月も一緒に寝泊まりしながら学んだ。
マレーシアだとか、先進国もふくめて、日本だけが良い面、悪い面で特異な存在。米国のまねばかりではなく、日本から発信をしないといけない。その努力をしていないように思う。東南アジアの人達は日本に期待をしているが、日本はそれに答えられていない。
国際協力、国際貢献というが。そのために情報を発信しないといけない。発信するためには、英語が必要。少なくとも英語で世界に発信しないことには話しにならない。そのために努力しないと。我々自身がやらないといけない。我々国民自身。それぞれの国が各々国益を考えるのは当然。
日本も米国とよい関係。米国は日本を兄貴分として、アジアをまとめたい。中国が危機感をもっている。中国が中心となって、日本のマスコミがのって、反米感情をあおっているが、もとをたどれば
中国の政策。国をあげて運動。日本と米国がなかよくなったら困る、ということ。日本の学生はのってこない。マスコミがのってしまっている。
　
IMFがまとめた。外国から。１０兆円。外交で。桁違いに大きい。１千５兆。対外自由資産。スイスも金融の国で多いが。ドイツが２３００億。イギリスにいたっては４１６億のマイナス。日本の資産がどんどん出ている。空洞化。中国がこけたらたいへんなことになる。日本が中国によりすぎている。根本的な問題に対して。金利は日銀をはじめ、もうかる。利益になる次に 還元される。国際借金はいつか考えないと。市場原理を入れるべき。
９０％以上、国のことを考えている人は少ない。斉藤としおさんとか、鳩山由紀夫さんとか。顧問をして。大臣経験者は国のことをまだ考えていているが、他の議員は選挙の当落ことばかり考えている。
マスコミがだめ…インターネットというお金のかからない道具がある。金をかけずに国を動かすことができる。ほんのわずかな人達をうごかせば国が動く。いままでの事例からあきらめている国民が多いが、国を動かすのにあきらめる必要はない。
高橋伸治）日本のアイデンティティーは何なんだ。日本的なものを抹殺してしまった。日本のアイデンティティーは何か？これは非常に難しいなぁ。国のバックが必要。２０年前にモスクワにおられたとき、米国とか英国の機関は。弱い国日本がやるとたたかれる。我々はいつもこそこそとしている。恐怖感をもっている。国の意見は大切。アジア大陸の一員であり、欧米の一員である。橋渡するには、国が必要。やはり日本も重みのある、重みのある国にならなくては。アジアの兄貴国家。アジアの基盤を固める。
市川覚峯）経営哲学道場。アイデンティティーの問題…新渡戸稲造。
米国にいっている間に「武士道」を書いた。たしかに私たち、経営者やビジネスマンに接するが、日本人が、歴史や、宗教の話もできないので、欧米で接客しながらも相手に退屈されるという。
今、子どもたちに「一番やりたくないもの」は何？と聞くと…会社の社長さんだと
いう。なぜなら謝らないといけないから。最近のこどもたちには、社長はといえば
テレビで謝る人というイメージ、われわれの頃は社長はあこがれだった。
団塊の世代以下が、思想なき、理念なきリーダーシップがまかり通ってきた。戦後、リーダーたちはただ数字をおってきた。日本人的な教育。価値観、日本観、歴史観をもった日本人を育てるべきだろう。望ましい日本人像がなく、お金をもうけた日本人が偉いだというのはやめるべき。
「和」の心のクラブ。新渡戸稲造。思想的なもの。日本人。名誉ある地位。そちらの角度からやってきくべきだろう。「ラストサムライと企業」おかしいな、と思って立ち止まる必要がある。
２１世紀のこの世の中で毎日のように、迷信が生まれてきている。他社もかいている。なぜ確かめないんだ。ケラフが良いといっている。時の総理大臣。ちゃかしたり冷やかしたり。
おかしな迷信がうまれてきている。政治家はその国のレベル相応。ジャーナリストもその国のレベル相応。政治家が悪い、次に悪いのは新聞社だ。
あまりにもひどいときにはやらないといけない。良心にはじない記事を書く。技術開発。
いろいろな企業の開発部分をみると、１０人中６、７人が同意する企画はライバル他社と、似たり寄ったり。１０人中２人ぐらいが同意する企画は開発が大変だが大成功する　者がでてくる。発明は一人で、開発はみんなでが原則。
御田）年をとったら仕事がない。さとうきび：生産性が低い。沖縄２５兆円捨てている。さとうきび。沖縄…３カ月動いて、９カ月休んでいた。現在５５日動く、３１０日休む。なんでもよいから代議士やっていきたい。１００万トン、熱帯農業で代表的な。イスラムの南。ゴミから資源をとりだす。アフリカ…石油、鉱物がでる国→宗教対立をおこさせて貧しい。ゴミしかない国は相手にされない。紙１ｋが１０＄。これからの日本は、ゴミと設備、システムでやってみたい。
戦後、教育についてもし上げたい。国家神道だった。非常におかしいと思っていた。日本の神道としたらよかったのではいか。かつて原始神道、みんな神様だった。
幕末、日本が植民地になるのではないか？神道だった。皇室だけが神様。オペレーションシステムは大きかった。日本の宗教は国家で統一。宗教を見直して考えないといけない。
─────────────────
佐藤）中野の地球村を起こしている。
大脇）具体的にどうしていけばかわっていくのか？政治を変えていくパワーを発揮。３つ方法がある。政治的に上を動かす、メディアを通して世の中を喚起する草の根国民運動。小泉さん、BBでスピリッチャルなものを訴えている。大衆運動で国会・国会議員を動かしている光永さん。
─────────────────
小泉）スピリッチャルテレビ（BB）、環境問題にしても、戦争の問題にしても。いきつくところは心の問題。世界に発信していければ。
─────────────────
光永；全国勝手連会長）政治のブロードバンドをやっている。出前選挙。こいつだけは政治家にしてはいけない。落とす。日本という国は国際関係のなかでしかなりたっていかない。政治家を生の姿でひきつけておく。国会議員を招いて国民の使い走りに政治家をしておく。１３０人、一回、１時間ほど。インターネットで２４時間、各地域で見ることができる。ブロードバンドの世界。情報を管理しようとしてもやっていけない。
政治家を選ぶときに。なぜ投票にいかなかったが。どうせ行っても変わらないと思っている。
だれに投票して良いかわからない。関係ない。政治家が表現力がないか？　国民が政治家に近づき、政治家も国民に近づく。一票で。政党は信用できない。支援している代議士は、２０代の若い国会議員４名。沖縄の宮古島からで出て日本を動かしている。祖国復帰、日本に帰ろうとやってきた。お寺の教育者。日本に帰ろう。お母さんのもとに子どもがかえるのはあたり前。祖国復帰なんだ。小学生のころから、「日本探し」。僕たちが求めた日本。美しい日本を探していこう。美しいか、美しくないかが判断基準。１月にイラクに行って来ましたが、日本というものはいかに美しい国かなぁ。外国に行くと、日本は美しい国だなぁ。政治家は美しくない。醜い。どうでもいいことでマスコミが大騒ぎ、失脚。本当にやるべきことに焦点があっているだろうか？美しい心、美しい日本を取り戻していく。美しくないことだらけ。勝手連は一言で言えば、“美しい日本を探す運動”。
─────────────────
大脇）このフォーラムは年輩の人たちの集まりにとどまらせることなく→若者にメッセージを送るべき。大学で自主講座をするのも手。本を出版する方法もある。政府をバックとして、内容を若者に伝える。企業にもスポンサーになってもらってということを考えている。６０以上の年輩。若者とどういうように連続性をもてるのか？

小泉）ブロードバンドで。若い人にダイレクトで、一緒に。知恵を、それのつなぐところがなくて。いい話がよいのに。地方の方をブロードバンド。ブロードバンドを無料で提供。リアルで、インターネットで。
─────────────────
田原（日本教文社）生長の家。一番大切なことを。今の日本の若者は元気がない。
─────────────────。
佐々木）ボランティアをやっている人は元気があるんですね。学生たちが発展途上国に奉仕活動に行くと、目を輝かせながら一生懸命取り組みます。また、身近なところでも、たとえば街のゴミ拾いをすれば、周りの人達からも感謝されるし、本人たちもより美しい街をつくっていこうという気持ちが啓発されるようです。
若い人によりよい社会を築こうという意欲や責任感がないというのは、いわゆる自己中心、ベクトルが自分のみにむいているのが原因だと思います。このベクトルを他者やより大きな社会に向けることが大事で、日本の社会の変革もそこから始まるのではないでしょうか。
具体的には、ひとつはボランティアによる体験学習をすすめること。頭で理解するだけでなく、実際に、人に喜ばれるようなことをしてみる機会を増やしてあげることが有効だと思います。そのための環境づくり
は大人にも責任があります。
もう一つは「大きな夢」を与えてあげることです。私自身もこのフォーラムに参加して、国家再生のビジョンを聞いたりすると、ワクワクして何か自分にできることをしたい衝動がわいてきます。さきほど大学の授業やブロードバンド等で、フォーラムのビジョンを紹介するという名案が提示されましたが、ぜひ、このフォーラムを若者に伝え、「大きな夢」を共有させてあげてほしいと思います。
大脇）自己充足のみを求めるのではなく、人の為に生きること、人を喜ばせることこそ人間の生き方であるし、本当の喜び、人間の本性の充足がそこにある。また、名誉のために生きるという人生観が必要なときでは。マカーサーが士官学校の生徒に向かって、「正義と勇気そして名誉だ」と演説は印象的でした。

大橋）現役のときには、若い人は純粋だし、力をもっているということを実感した。なぜちゃんとやらないといけないか？と教えてあげれば、彼らは責任をもって主体的に取り組む。今、自衛隊への入隊希望者が多くなっているんです。日本人として、誇り高く、謙虚で誇り高い人間であってほしい。そして、若者を体でもって一緒にひっぱっていく大人が必要。私も、誇り高い立派な日本人を育てていきたいなぁと思います。
本間）若者が活力なくなってきているかといえば、そうではないと思う。活力はあっても、力を発散させるべきものがないだけでは、目標を失ってしまっている。だから、力がでてきたときに、正しく導く、あるいは発散させる場をもたせることが必要だと思います。具体的にアクションを起こしていく。年齢による雇用差別を。
加藤幸彦）日本の定年制度が欧米と違う。米国で求人は新聞広告。年齢差別の問題。
馬渕先生のコメント）いろいろな方の意見をうかがって、最後に思いましたのは
今の日本社会は、発想や思考の観点が経済的観点をぬけきっていないのだなぁと感じています。それが悪いとかいうよりも、多くの思考のパターンとして経済の活性化のためにどうしたらよいか？消費意欲をかきたてるためにどうしたらよいか？という発想が先にたっているという気がしました。ただここに参加されている方々は、そういう発想をむしろかえないといけないということで、問題意識がおありなんだと思います。
大脇さんがおっしゃっているように、人間は死ぬ瞬間まで与える瞬間にたつことができるし、また、そうしなくてはいけない。それが人間として尊厳ある生き方なんだと思います。
ただ現代社会は悲しいかな、若者、老人も受ける方になっている。もらうことばかり。つまり若者は社会が豊かで何でも与えられてきた。ほしいものは手に入った。お腹をすかしたこともない。老人ホームとかなんとかに行くと、ただもらうばかり。そういう状態人間として一生をどういう生き方をするか？という観点から今後の日本社会に必要である。そういう哲学・思想というものが今日のフォーラムの皆さんの発言のもとにあったように思います。
私自身は老後に安心して暮らせる社会というよりは、最後まで働ける。最後まで、社会に貢献できる人間であるべきだ、と思っています。その観点から、社会保障等々の問題も考え直すべきだという気がしました。いままでの経済主義的なものをかえないといけない。価値中立的なもの、機械的なものにはたえられない状態になってきた。経済的な大国になって気づいてきた。もっと人間の生き方に踏み込んでいかないと、人間はやはり、満足できない。そういう時代にきている。
そうしたことに若者が気づいていないということが残念である。そもそも教育の目的を逸脱してしまった。教育をやってこなかった。ゆとり教育やら何やらと、教育においても方法論ばかりが論ぜられて、教育の目的は何か？を論ずることを疎かにした。自分の生き方を見つけさせる教育にしないといけない。それが大きな原因となっている。
私は若者の皆さんにとても期待していますが、待っていてはあらわれない。若者が与えてくれと思っている間は、何も変わらない。今までの環境がなさしめているとは思いますが、この状況が続けばこのままでおわってしまう。若者が与える側にたてるようなことを人生の生き方にすえていかないといけません。
江島）たくさんの皆様の提言。発言、すばらしい。愛国心をもって、何とか世の中を良くしていこうという方々が一人づつ広がっていけば社会は良くなっていくと思います。
日本再生というテーマで話し合われましたが、これからの課題は無限にあるかもしれない。
ただなかでも、われわれが本物の人材に成長していくことが大事。人材が不足している。人材育成なくして再生はできない。と思います。年齢にかかわらず、時間があれば、このように積極的にセミナーに参加して勉強して、世のため人のために貢献する。老後が不安なので。元気がない。元気と勇気を失わず、できるという自信をもってがんばっていきたい。皆様にもご協力いただきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　以下略
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